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第 １３ 期 事 業 報 告 書 

 

 

Ⅰ 事業期間 

  2025 年（令和 7 年）4 月 1 日～2026 年（令和 8 年）3 月 31 日 

 

 

Ⅱ 事業概況 

公益財団法人きずな育英基金（旧 梅ヶ枝中央きずな基金）は、2013 年（平成 25 年）

10 月に「ひとり親家庭の子どもたちに学びの支援を」を活動理念とする一般財団法人

として設立し、その後当基金の理念の実現に向け意欲的に広報活動を展開し、ひとりで

も多くのひとり親家庭の子ども達に高等教育の機会を与えるため活動を続けてきた。

さらにこの活動の公益性が評価され、平成２７年３月には大阪府より公益法人の認定

を受け、平成２７年度より公益財団法人としての事業を開始し第 13 期を迎えている。 

内閣府の令和３年版子供・若者白書（全体版）第３章子どもの貧困によると、子どもの

相対的貧困率は１９９０年代半ば頃から若干上昇傾向にあり、平成２４年には１６．

３％、現在は１１．５％で９人に１人が貧困とされている。特に、ひとり親家庭では、

変わらず２人に１人が相対的貧困であり、深刻な状況は改善されていない。 

令和３年に公表された内閣府の「子供の貧困に関する現状」報告を見ても、近時でも大

きく子どもの貧困問題は改善されていない。ひとり親世帯の子どもが約２００万人と

少子化の影響で漸減しており、相対的貧困率は若干低下しているものの、依然として深

刻な状況となっている。 

他方では、１割以上の子どもが、経済的理由で必要な食料や衣服が買えなかったと答え

ており、生活困窮体験は、依然として深刻である。 

とりわけ教育格差が深刻で、大阪府では授業料免除制度を打ち出したり、政府も教育無

償化の方針を打ち出したものの未だ問題点も多くあり、不十分であり、教育格差の中で

の本基金の活動の意義は依然として高いものがある。 

実際に、当基金で支援している家庭の平均年収は無収入世帯もあるが、１００万から３

５０万円程度にとどまっている。 

他方、日本財団が２０１５年１２月に公表した推計資料によれば、現状で放置していた

場合と、貧困世帯の子どもが高等教育の機会を与えられた場合では、生涯所得で約４３

兆円、財政収入で約１６兆円差が生じるとのことで、財政上の負担が年間約２兆８００

０億円少なくなるとされている。 

また、世界人助け指数の世界１１４の国、地域の調査でも日本は最下位で、共助の思想

が大幅に後退しているがこれも経済格差によるものと説明されている。 

また、２０２２年２月２４日のロシアによるウクライナへの侵攻に終息の兆しがない

中で、さらにイスラエルがガザ地区に侵攻し、戦争状態となっている。さらにアメリカ

はイスラエルとともに本年２月イランに軍事侵攻し、ホルムズ海峡の閉鎖も継続し泥

沼化しており、いまだに終息の兆しがない。そのため世界的に原材料が高騰し、食糧危

機を招き世界的不安を募らせており、これらの原材料の高騰と円安の影響で一層社会

的弱者は打撃を受け、生活困難に陥っている。世界的にも経済格差はさらに拡大しつつ
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あると言えよう。 

このような状況の中、貧困世帯の子どもたちに教育の機会を保障することで、特に学習

面やスポーツ、音楽等で優れた能力と意欲のある子ども達の潜在的能力を開花させる

ことは日本の重要な成長戦略でもある。 

当基金は「経済的に恵まれないために学ぶ機会を逸し、夢をあきらめ、能力を生かす機

会を失い、大人になっても困窮する『貧困の連鎖』を断ち切るきっかけを作りたい」と

の理念で「高等教育の機会を平等に与える」とともに、「社会人としての自立」「社会

のリーダーとしての各分野で役割を果たす」ことに期待して、基金の特徴である交流会

等を体験学習として年２回実施し、子どもたちがお互いに啓発する場を提供している。 

孤立化しがちなひとり親家庭の子どもたちに、「誰も一人ぼっちにしない」ことをスロ

ーガンに活動をしている。 

 

  今年度の事業計画においては次のような基本方針を定めていた。 

 １．財源の充実 

現在、財団の運用については、一定の確保の目処ができているので、引き続き運用

に支障がないよう日常的に管理をすると共に、公益法人への移行に伴い、寄付金に

ついては税制上の優遇措置を受けられることになり、さらに基金の財政的基盤の

拡充のため、当基金の活動に対する支援者を精力的にさらに募ること。 

 

２．支援対象者へのサポート体制の確立 

今後の支援対象者へのサポートについては、単なる経済的支援にとどまらず体験

学習の機会を設け、継続的にひとりひとりの成長を支援し、日々の相談等に応じる

などの活動をすると共に、種々の交流の場を設け、子ども達に夢と希望を与えるよ

うな企画をし、支援体制の確立を目指すこと。 

そのために、基金の卒業生もサポーターとして参加するように呼びかけ、将来は、

卒業生を中心にした活動ができる体制作りを目指すこと。 

 

  ３．浪人生への受験勉強の支援の開始 

    支援対象の高校３年生が、志望大学等に不合格となった場合、申請があれば、一定

の審査を行い、予備校費の支援を行うこと。 

 

  ４．卒業生の組織への取り組み 

    卒業生の組織化への取り組みを強化し、継続的な連携と情報共有の場を設け、社会

人としての成長を支援すること。 

 

これらの事業計画に基づき、今年度は次のとおり事業を実施した。 

 

 

Ⅲ 事業活動 

支援金の給付事業 

１ 選考委員会における活動 

当基金の選考委員会は、代表理事を含めて計１０名で構成されている（弁護士８名、

大学准教授１名、基金卒業生１名）。 
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選考委員会は、代表理事とともに下記の通り会議を開催した。その他、選考委員は、

定期的に運営委員会の一員として集まり、今後の活動の企画、支援対象者からの質問

等への対応や、子どもの貧困に関連する事例について、協議を行っている。 

 

 （但し、会議室とあるのは梅ヶ枝中央法律事務所内会議室を使用） 

開催日 開催場所 出席者 内  容 

9月 11日 会議室 代表理事 

選考委員８名 

８月３１日発送分までの申込みについて書類選考を実施。 

申込総数４９名のうち１２名を選抜し面談を行うことと

した。 

9月 24日 KIZUNAビル 代表理事 

選考委員５名 

書類選考合格者の面談を保護者同伴で実施。 

面談を行った１２名全員を支援対象者に採用した。 

3月 13日 会議室 代表理事 

選考委員８名 

２月２８日発送分までの申込みについて書類選考を実施。 

申込総数５０名のうち１７名を選抜し面談を行うことと

した。 

3月 23日 KIZUNAビル 代表理事 

選考委員５名 

書類選考合格者の面談を保護者同伴で実施。 

面談を行った１７名全員を令和８年度支援対象者に採用

した。 

 

２ 支援対象者の選考に関する報告 

 【今期支援対象者】 

   令和７年度、新たに採用した支援対象者は計２１名であり、その学年別内訳は下記

の通りである。 

   

Ｒ７年度生 
通期生 半期生 採用 

合計 

更新 

人数 
合計 支出した支援金 

申込 採用 申込 採用 

中２ １１ １ １０ ２ ３ １ ４ 900,000 円 

中３ ７ ４ ８ ２ ６ ７ １３ 6,000,000 円 

高１ １０ １ １２ ４ ５ １０ １５ 3,900,000 円 

高２ ４ ０ １１ １ １ １４ １５ 4,350,000 円 

高３ １１ ３ ８ ３ ６ ２０ ２６ 12,250,000 円 

合 計 ４３ ９ ４９ １２ ２１ ５２ ７３ 27,400,000 円 

 

前年度からの支援対象者とあわせて合計７３名を支援することとし、通期生のうち

中学３年生及び高校３年生には各人に対し年額５０万円を支給、他の学年に対して

は年額３０万円の支援金を支給した。また、半期生には各学年支援金の半額を支給

した。 

 

【卒業】 

令和８年３月、今年度支援対象者７３名のうち２６名が高等学校を卒業し、第１期

生からの卒業生総数は２５１名となった。 

卒業生２６名のうち２１名が大学等に進学し、浪人をして希望の大学を目指すもの

は５名である。 

なお、本年度の卒業生の進学先は、以下のとおりである。 



きずな育英基金 
 

4 

 

 

 京都大学、九州大学、鹿児島大学、法政大学、大和大学、大阪教育大学、同志社

大学、関西学院大学、立命館大学、奈良女子大学、関西外国語大学、関西大学、近

畿大学、Co-Innovation University、新大阪歯科技工士専門学校 

 

 【新規採用】 

令和８年度通期生の申込について書類審査及び面接審査をした結果、新たに１７名

を採用することとし、各人に支援金を給付した。 

 

 
Ｒ７年度生 Ｒ８年度通期生 

合計 支援金 
既存者 更新 申込 採用 

中２ ４ ０ １１ ５ ５ 1,500,000 円 

中３ １３ ４ １２ ３ ７ 3,500,000 円 

高１ １５ １２ １２ ４ １６ 4,800,000 円 

高２ １５ １５ ７ ２ １７ 5,100,000 円 

高３ ２６ １４ ８ ３ １７ 8,500,000 円 

合 計 ７３ ４５ ５０ １７ ６２ 23,400,000 円 

          

 

【更新手続】 

当基金では、次年度の支援対象者を採用するとともに、既存の支援対象者４６名か

らの更新手続申込を受け、更新申込書類の審査等手続きを行った。 

更新手続きは、支援対象者から更新申込書、使途を記載した支払報告書、領収証原

本、成績証明書、所得証明書の提出を受け（２月末日提出締切）、各人の提出書類の

審査を行っている。 

今回の更新審査の結果、更新申込者４５名を承認し、令和８年３月末日に令和８年

度の支援金を給付した。 

更新申込をした中学３年生Ａについては、大阪府外の高校へ進学し住居を移すため

支援を中止した。 

また、高校２年生Ｂについては、母と同居していた本人が父元に移動し通塾も中止

したため支援辞退の申し出を受け、支援を中止した。 

なお、新高校１年生には、その支援金を１年生時の塾代に使用するか大学入学時ま

で給付を保留するかを選択できるシステムを導入しているところ、今回９名が保留

することを選択したため、基金では９名分合計金２７０万円の支援金を未払金とし

て計上している。 

 

３ 浪人生への予備校費の支援の活動 

  今年度から浪人生への予備校費の支援の活動を開始し、申請のあった３名について、

審査を行い、支援決定した。その結果、２名は以下の大学に進学が決定し、１名は再

度浪人することとなった。 

なお、予備校費の支援の基準について、合理的な基準を設定することで申請者にも告

知できるので、速やかにガイドラインを検討することとした。 

    早稲田大学、同志社大学 
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４ 支援金の給付対象となった者への学習外体験支援、サポート事業 

当基金では、例年、春と夏に２回の交流会を実施している。 

この交流会は、社会的に孤立しがちなひとり親家庭に、同様の環境下にある保護者同士

において交流を深めてもらい、子どもたち同士も交友の輪を拡げることを目的に、ゲス

トスピーカーの講話を聞き、食事会を提供している。 

最近は、中高生同士の交流、懇親を目的として、運営を卒業生に託すように工夫してい

る。 

交流会には、卒業生有志がサポーターとして参加し、受付業務、自身の近況報告の発表

や、現支援対象者との対話を行っている。身近なＯＢ、ＯＧの激励や体験談は子ども達

にとても良い影響を与えており、今後も継続してサポーターとして参加を要請する。 

また、情操教育の一環として、音楽会への招待等を実施している（ソプラノ歌手下垣真

希コンサート、東京藝術大学演奏会等）。 

 参加者 ゲスト 開催内容 

第４回交流キャンプ 

 

 

 

 

 

４月２６日～２７日 

猪名川研修センター 

本人１８名 

卒業生１４名 

代表理事、評議員、選

考委員 

 昨年も好評であった交流キャンプを開

催し、春の風が心地よい自然の中、子ど

もたちは薪割りや火おこし、野外での食

事作りに挑戦した。キャンプ場全体を使

った大学生考案のアクティビティや、夜

にはキャンプファイヤーと花火を楽し

み、子どもたちの輪が広がる 2 日間とな

った。 

下垣真希 

「平和のコンサート２０

２５」 

 

８月２日 

シティプラザ大阪 

本人５名 

保護者１２名 

代表理事、選考委員 

 本基金の理事でもあるプロのソプラノ

歌手、下垣真希さんによるコンサートに

招待をした。終戦から８０年を迎え、平

和の大切さをより考えさせられる歌声

と語りは、参加者の胸に大変響く素敵な

時間となった。 

第２２回交流会 

 

 

 

８月８日 

レストランｍｉｔｔｅ 

本人３１名 

保護者２１名 

卒業生１１名 

代表理事、選考委員、

事務局 

慶應義塾大学教授 

井手 英策 

 

講演「僕が学者になっ

たわけ、学者のくせに

怒（いか）るわけ」 

１部では、慶應義塾大学経済学部教授

の井手英策さんに、「僕が学者になった

わけ、学者のくせに怒（いか）るわ

け」と題して講演をしていただいた。 

２部の食事会では、参加者同士の懇親

も深まった。 

第６回餅つき大会 

 

 

１２月２９日 

レストランｍｉｔｔｅ 

本人３７名 

保護者３８名 

卒業生１１名 

代表理事、選考委員 

 今年も卒業生が世話役を務めてくれ、保

護者の協力もあり楽しい会となった。皆

でついたお餅を色々な味付けで楽しみ、

盛り付けをしたピザを美味しくいただ

き、盛況に終わった。 

第２３回交流会 

 

 

 

３月２７日 

レストランｍｉｔｔｅ 

本人４１名 

保護者３０名 

卒業生９名 

代表理事、選考委員、

事務局 

社会起業家 

吉野 慶一 

 

講演「ターニングポイ

ント－Your life is 

in your hands－」 

１部では、社会起業家の吉野慶一さん

に、「ターニングポイント－Your life is 

in your hands－」と題して講演をして

いただいた。 

２部の懇親会では、中学・高校を卒業す

る支援対象者へのお祝いを贈った。 
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●対話塾の定例化 

土曜日、日曜日に１時間きずなビルにて、「対話塾」を中高生・大学生を対象に定例的

に開催している。毎回子どもたちは１０名前後の参加で、終了後は保護者会で用意された

軽食を提供し、交流を図っている。 

（１）４月１２日 代表理事 山田庸男「人生をより良く生きるために」 

（２）６月１４日 弁護士 岩田和久「これから大人になっていく皆さんが、人との縁に

恵まれた豊かな人生を送るために役立つこと」 

（３）８月１７日 時習堂館長 北山顕一「心の豊かさを！」 

（４）９月６日 基金１０期生 慶応義塾大学 山足尚幹「進路選択について」 

（５）１０月１１日 代表理事 山田庸男「人生をより良く生きるために」 

（６）１１月２２日 基金１期生 ㈱ツムラ 福田勇気「きずな基金１期生の小話」 

 

５ 広報活動 

（１）パンフレットの作成及び配布 

   新たなパンフレットを配布したことをきっかけに申込数が格段に増加した。今後も、

基金では、大阪府の各市町村奨学金担当課長（４３カ所）宛、公私立の高等学校宛に

基金の案内及び応募要領を郵送する。 

（２）ホームページの充実 

   閲覧者に深く興味をもってもらうホームページを目指し、随時活動報告を掲載でき

るシステムを構築し、更新頻度をあげるよう務めた。  

（３）公益財団法人助成財団センターのデータベースに登録 

   助成・表彰・奨学等の事業を行う助財団等を探すことができる日本唯一のデータベ

ースシステムに登録を行っている。 

（４）miomus ネットワークに登録 

   朝日新聞厚生文化事業団内で新たに設立された「miomus ネットワーク」より参加

の呼びかけを受け、登録を行った。同ネットワークは、社会的養護の奨学金等検索

サイトで、様々な困難があっても学びたいと希望する全国の子どもたちの未来を拓

くことを目的としている。 

（５）取材申込・新聞等への掲載依頼に対しては個別に対応し、また、交流会開催時には

基金側から取材依頼を行っている。 

 

６ 卒業生との連携 

令和８年３月、基金を卒業した者は２５１名となり、卒業生同士の連携やサポート体

制が徐々に充実し、複数会の会合が持たれ、きずなサークルＬｉｎｋとして組織化さ

れている。活発な活動を行ってもらうため、その会議費等を支援している。 

また、基金を卒業する際には、すでに多数の卒業生が参加している LINE グループに

任意で参加してもらい、日々の情報共有に役立てている。 

その中から卒業生同士の自主的な交流と基金の活動の支援のための組織化が進みつつ

ある。 

 

７ 保護者会との連携 

基金で支援中、または既に支援を終了した保護者が自主的に組織化し、「おしゃべり

会」等の独自の活動が行われているが、山田 KIZUNA ビルの管理、保全の業務を委

託して、間接的に活動を支援し、連携を図っている。 
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Ⅳ 寄付金の受入 

  今期に受領した寄付金は合計金 22,149,676 円となった。その内訳は、寄付金として

法人：金 7,020,000 円、個人：金 14,194,854 円であり、サポーター会費として法人：

金 475,815 円、個人：金 459,007 円である。 

 

 

Ⅴ 管理部門 

１ 役員等に関する事項 

（１）評議員 

評議員の就任状況（１２名 全員非常勤）         令和８年３月３１日現在 

氏名 現職等 

岩本  朗 弁護士 

金木 千恵 弁護士 

神原 文子 社会学者・専門社会調査士 

辻  正夫 みのり税理士法人 代表社員 

中塚久美子 株式会社朝日新聞社 専門記者（子ども、貧困） 

永井 正美 社会福祉法人慶生会 会長 

平野 哲司 株式会社ＬｅＴｅｃｈ 代表取締役 

藤田 國廣 株式会社メタルドゥ 相談役 

松下 耕三 ＣＨＦホールディングス株式会社 代表取締役ＣＥＯ 

水野 晶子 フリーアナウンサー・朗読家 

森本 宏 弁護士 

淀  髙和 株式会社オオヨドコーポレーション 会議長 

 

（２）役員 

理事・監事の就任状況（１１名 全員非常勤）        令和８年３月３１日現在 

 氏名 現職等 

理事 井植  敏 塩屋土地株式会社 取締役相談役 

理事 片桐  陽 大阪商工信用金庫 名誉会長 

理事 久禮 哲郎 学校法人常翔学園 経営特別顧問 

理事 下垣 真希 ソプラノ歌手、有限会社クレッシェンド企画 代表取締役 

理事 鈴木 康夫 株式会社 Bizits パートナーズ 代表取締役社長 

理事 髙橋 陽子 公益社団法人日本フィランソロピー協会 代表理事 

理事 竹村 登茂子 大阪芸術大学 客員教授 

理事 中井 貫二 千房株式会社 代表取締役社長 

理事 山口 健一 弁護士 

理事 山田 庸男 弁護士 

監事 北山 浩之 株式会社ポラリス 代表取締役社長 
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２ 評議員会・理事会等 

      

理事会 

     日 時  令和７年５月３０日 17:30～18:00 

     場 所  帝国ホテル大阪 

     出席者  理事９名、監事１名、事務局１名 

  内 容  第１号議案 第 12 期（令和 6 年 4 月 1 日～令和 7 年 3 月 31 日）事

業報告の承認の件 

第２号議案 第 12 期（令和 6 年 4 月 1 日～令和 7 年 3 月 31 日）計

算書類（貸借対照表及び正味財産増減計算書）及び附属明細書並びに

財産目録の承認の件 

第３号議案 代表理事の任期満了に伴う改選に関する件 

       第４号議案 定時評議員会招集の件 

 

   評議員会 

     日 時  令和７年５月３０日 18:05～18:30 

     場 所  帝国ホテル大阪 

     出席者  評議員１０名、事務局１名 

     内 容  第１号議案 理事及び監事の任期満了に伴う改選に関する件 

 

   第１１回定時評議員会 

     日 時  令和７年６月１６日 みなし決議 

   内 容  第１号議案 第 12 期（令和 6 年 4 月 1 日～令和 7 年 3 月 31 日）事

業報告の承認の件 

第２号議案 第 12 期（令和 6 年 4 月 1 日～令和 7 年 3 月 31 日）計

算書類（貸借対照表及び正味財産増減計算書）及び附属明細書並びに

財産目録の承認の件 

第３号議案 理事及び監事の任期満了に伴う改選に関する件 

 

   理事会 

     日 時  令和７年６月１６日 13:00～13:30 

     場 所  弁護士法人梅ヶ枝中央法律事務所 

     出席者  理事１０名、監事１名 

     内 容  第１号議案 代表理事選定の件 

 

理事会 

     日 時  令和８年２月２７日 17:30～18:00 

     場 所  レストラン mitte 

     出席者  理事７名、監事１名、事務局１名 

     内 容  第１号議案 第 14 期（令和 8 年 4 月 1 日～令和 9 年 3 月 31 日）の

事業計画書及び収支予算書、資金調達及び設備投資の

見込み、事業概要書類に関する承認の件 
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３ 内部管理体制の整備状況 

（１）内部管理事項 

個人情報の保護・管理については、大阪府総務部法務課の主催するセミナーに事務局

が出席し、「個人情報保護への取り組み方針」やマイナンバーの取扱に関する基本方

針等の指導を受けている。                        

以上 
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事業報告書の附属明細書 

 

 

  
事業報告の内容を補足する重要な事項がないため、事業報告の附属明細書は作成 

していない。 

 

以上 

 


